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4 人が参加しました。 

▽来月は総会を迎えるので会の在り方について話し合いをしました。 

1995 年にスタートした「ほほえみの会」も 30 年目に入ります。その間に医療も、取り巻く

環境も大きく変わっていますが、毎月 1 回の定例会は欠かさず続けています。 

コロナ以降は ZOOM を活用していますが、子どもが突然思いもかけない難病になって悩み

を持つ親に寄り添ってきました。茫然自失の人に同じ病気を体験された人たちの話は勇気

づけられ、親子共に生きる希望が見える場になっていると感じます。 

会の存在意義は大きいと思います。 

ただ、問題もあります。 

・役員の顔ぶれが変わらずこのままでは継続が困難になっていく 

・会の存続には病棟での声がけなど堀越先生の存在が大きいが退任された 

・対面での開催では住所や会費など組織的活動ができたが ZOOM 開催となって仲間づくり

ができない 

などです。 

7/14 の総会ではこうした問題点についても話し合いをする予定です。多くの方の参加をお

待ちしています。 

 

▽ほほえみの会 2024 年度総会 

2024 年 7 月 14 日（日）10：00～12：00 

静岡県立こども病院 L 棟 3 階教室 

・2023 年度活動報告、会計報告 

・2024 年度役員選出 

・講演「こども病院の状況と医療について」 

 血液腫瘍科 川口晃司先生 

・自由討論会 悩みの共有など 


